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使用済み燃料集合体を線源とした高線量率環境下に対する検出器の適用性確認試験を実施し，燃料デブ

リ取り出し時に想定される 1000 Sv/h の高線量率環境下にて中性子を計測できる見通しを得た。 
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1. 緒言 

燃料デブリ取り出し時の再臨界を未然に防ぐため，増倍率を監視する臨界近接検知装置を開発している。

臨界近接監視には中性子計測が必要である。今回，燃料デブリを模擬した冷却期間 14 年の燃料集合体近傍

において B-10比例計数管による中性子計測を実施し，燃料デブリ取り出し時に想定される 1000 Sv/h の環

境に対する B-10比例計数管の適用性を評価し，遮蔽体を含むセンサ周りの構造を検討した。 

2. 燃料集合体を用いた適用性確認試験 

2-1. 試験内容 

試験体系を図 1 に示す。燃料検査プール中に燃料集合体 1体を設置し,検出器とガ

ンマ線検出器を同時に天井クレーンから吊り下げてプールに沈めた。検出器と燃料

集合体の距離は 10 から 200 cmとし，鉛 2 cmの遮へい体有り、遮へい体無しの条

件でそれぞれ 4点ずつ測定した。検出器と計測装置は 30 mのケーブルで接続した。 

2-2. 試験結果 

電離箱による測定から B-10 比例計数管設置位置の線量率は最大で約

70 Sv/h であった。図 2に小型 B-10比例計数管の波高値分布を線量率ご

とに示す。図 2より高線量率ほど低波高値成分が高波高値側へシフトし

ていることがわかる。これは B-10比例計数管のガンマ線検出に伴うパ

イルアップの発生頻度およびパイルアップで重畳するパルス数の増加

に依る。パイルアップしたガンマ線成分から推定される最大波高値を弁

別レベルとして，弁別レベル以上の計数を中性子成分として評価した。

また，鉛 2 cmの遮蔽体により弁別レベル以下のガンマ線成分が 2桁程

度低減することを確認した。 

3. 結論 

 遮蔽体無しで 70 Sv/hの線量率環境で中性子を計測可能であること，鉛 2 cmの遮蔽体により 2桁程度ガ

ンマ線計数を低減できることから，鉛 2 cmよりも薄い遮蔽体と B-10 比例計数管を組み合わせることによ

り，1000 Sv/hの環境で中性子を計測できる見通しを得た。 
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図 1. 試験体系 
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